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INT は ロロ ロリ ロビ TIOMN 


実は 小説 より 何 な り 、 と 言う 。 そ れ を これ ほ 
ど 如 実に 現実 の も の に し た 「 は や ぶ き 」 は 、 
私 が 人 生 で 出会っ た まれ に 見 る 存在 だ っ た 
と 言え を る 。 そ し て それ は 、「 は や ぶさ る 」 プロ 
ジェ クト の ど と 真ん中 に いた あら ゆる メン バー に と っ て そう 
で あろ う 。 個 々 の 絶 体 絶命 の ピン チーー た と えば 3 基 あ 
る ホイ ー ル の 2 基 目 が 壊れ た 2005 年 10 月 3 日 、 着 陸 し 
た は ず が 理解 に 苦し む デ ー タ を 残し た まま は る か 彼方 に 飛 
び 去 っ た 同年 11 月 20 日 、 二 度目 の イト カッ 着陸 ・ 離 陸 
後に 姿勢 制御 装置 の と ドラ ジン が すべ て 漏 
洩 し 化学 スラ スタ が 使え な いこ と が か が 判 
明 し た 同年 12 月 2 日 、 チ ー ム の 春 
闘 む な し く 遂 に 「 は や ぶさ | が 連 
絡 を 完全 に 絶っ た 同年 12 月 8 
日 、 帰 路 最 後 の イ オン エン ジン 
が 故障 し て 万 事 休 す と 思わ れ た 
09 年 11 月 4 日 一 一 考え を て みれ 
ば 、 を その 度 ご と に 奇跡 的 に 見 事 
に 方 策 を 見 出し 、 編 み 出 し 、 工 
夫 し て 乗り 越え を て きた 。 
中 で も 私 が 目撃 し た 05 年 11 月 か 
ら 12 月 に か け て の 管制 室 で の 5 回 に わ 
た る イト カワ へ の 降下 オペ レー ショ ン は 、 思 い 
出し て も 目頭 の 熱く な る よう な 感動 的 な 光景 だ っ た 。 そ こ 
で は 、 繰 り 返し 襲っ て くる 人 生 で 初め て の 試練 と 難題 に 、 
懸命 に 取り 組む 若い スタ ッ フ の 美しい 姿 が あっ た 。 昨 日 は 
3 km を 降下 する た め に ぎこちなく 慎重 な や り と り と 手 つ 
き を し て いた 面々 が 、 今 日 は 「 は や ぶさ | に 同じ 距離 を 降 
下る せる の に 、 ス ムー ズ で 慣れ た 手さばき で オペ レー ショ 
ン を こなし て いる 。 技 術 的 な 問題 を 解決 する た め に 必死 に 
な っ て いる の に 、 日 一 日 と 自信 と 輝き を 増し な が ら 成 長 し 
て いく 素敵 な 表情 た チーム ワ ー ク ー 一 逆境 は 人 間 を 鍛え 
る 。 読 書 を 何 年 間 も 続 け て も 、 若 者 た ち を これ ほど 加速 度 
的 に 進歩 きせ る こと は な いで あろ 2 う 。 
その 「 は や ぶる さ 」| の 小さな 体 が 文字 通り 燃え 尽き て いっ 
こ 空 に 、 今 日 も 青 の 明 星 が 光 を 放っ て いる 。 さあ 光 は 「 あ 
か つき | と 「 イ カロ ス 」 に われ われ の 王 戦 場 を 移 を う 。 日 
本 の 太陽 系 探査 が 世界 を リー ド す る 時 代 を 、 宇 宙 科 学 に た 
ず き る わる すべ て の 人 々 の 力 で 切り 拓 い て いこ う 。 
| は や ぶさ き 」 の 余韻 を 日 本 の 未来 を つく る 情熱 に 合流 させ 
て 、 新 た な 共感 の 世紀 に ふさ わし い 事 業 に 挑戦 し よう 。 
技術 参与 的 川 泰 宣 
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ONTENT 戸 


特集 


川口 淳一 郎 フ ロジ ェクト マネ ー ジ シャ ー が 語る 


は や ぶさ 誕生 秘話 


は や ぶさ 」 を 支え 、 
見 守り つづ けた 人 々 


は や ぶさ 、、 宇 宙 大 航海 の 
フィ ナー レ 


野口 聡一 宇宙 飛行 士 
163 日 の 長期 滞在 ミッ ショ ン を 終え 


地球 へ 帰 避 


夏休み 特別 編 「 け イカ ロス 君 に きい て みた 」 
小型 ソー ラー 電力 セイ ル 実 証 機 
IKAROS 

8 つの Q の エラ チョウ 


無重力 空間 を 舞う 
鮮やか な 光 跡 の アー ト 
ISGpiral TOD」 


6 筑波 大 学 大 学院 人 間 総 合 科学 研究 科 
坂東 


JAXA 最 前 線 


親子 で 宇宙 を 楽し も う 
JAXA 夏 の イベ ント 開催 の お 知ら せ 


表紙 : 相 模 原 キャ ン パ ス に 展示 され て いる 
「 は や ぶさ ] の 実物 大 模型 と 、 
川口 淳一 郎 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ ー 


O 


N ロ AHNー ト レー ハモ キー 


尺 WNG 


6 月 13 日 、 相 模 原 管制 室 で 「 は や ぶさ 」 の 帰還 を 見 届け る 川口 教授 ら 


吉 
に 


Pe 
|) 1 探査 機材 の 


成功 。 


約 21 等 級 の 明る さだ っ た 。( マ ウナ ケア 山頂 ・ 左 端 が すばる 望遠 鏡 ) 
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すばる 望遠 鏡 が 約 17 万 km を 隔て た 「 は や ぶさ ] の 撮影 【 


15 時 06 分 


J 


を 


後 
の 時 、「 は や ぶ 
中 だ っ た 


旦 
だ E4 


見 た 地球 ] の 写真 を 送 1 


語 


(を で 2 
(一 


さか ら の 
電波 が 途絶 える 


「 は や ぶさ ]」 の 姿勢 の 乱れ を 検 
ッ シ ョ ン 地球 撮像 に トラ イ す る 
ぶ 


カプ セル 分 離 の 指令 を 送る 
(相模 原 キ ャ ン パ ス 管 制 室 ) 


直後 ( 
内 之 浦 局 が 追っ て いた 「 は や ぶさ ] は 、 水 平 線 ( 


入り 、 電 波 が 途絶 えた 。 ちょ うど 


さ が 最 後 ( 


内 之 浦 宇 宙 空 間 観 測 所 (鹿児島 県 ) 


19 時 51 分 

知 、 分 離 が 確認 され た 。 
22 時 27 分 すぎ 
は や 


の ミ 


を 


花束 が 運用 支援 スタ ッ フ に 贈ら れ た 


相模 原 キャ ン パス 
管制 室 


ーー 忠 馬 県 や パン ロ で [を 
人 多 0] 5/ 酒 ASKG 突 外人 A 還 へ 
G 抽 史 制 避 丸 笠 環 明 の つ さ 選 つ 
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ぷ 吉 ゴマ の で 6 人 H ン 各 更 記 黙 門 
( つ 呈 コ ) っ 装 下 や” 和 思 詳 軍 
話 R 振 人 * り つり 8 で 8” 箇 
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会 で で り 。 記 8 抱 96G の を 
ン め "スズ 全 を で お りつ を で 守 
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ー 一 和 っ 作 で 部 牌 る つぶ 守 国 凡 


で 8 事 


い J で ちら な < 
三 口 や り ン 部 牌 る つろ 心 りつ ゆら 
2w587 忠 肌 凌 G ぐ Po 投 で で ビ っ 
26 や で つ ” 作 地 度 倒 拒 り りあ 稼 
角 倒 和 S で 移り 吉 牌 や 会 じ か 誠 つ 
5 還 い っ が 6) - っ Je5 氏 て へ 
H へ 人 へ” 年 で 則 M 競 更 朗 
ロ 必 望 ぐ さら 3 さわ 月 藤 折 | 求 
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H へ 人 へ 公 直 団 握 に GR 逢 完 で 
な で な だら や の" 
YO 
へ HAS も Sto 王 休 個 区 ら つ 
お 5 て へ HHAA AGsoGS 記 
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*Q ぐ eK へ HASG 芋 らら 30 ャ て 
へ ロ 有 界 編 @ ぐ で ト 8 生 つ や 宮 
狼 全 項 っ で や の S っ "つつ 倒 つ 現 
公 得 8 宮 ら か no …… 
ーー つ 信 つ 「 | 近 表 挫 」 き や シ 
力 ら Po | 中 補 坦 ] 大 密生 
*@ り 8 中 っ 提 下 全 公 会 %” 電 
い 吾 る 限 間 倒 へ 愛 
三 [h 8 ぐ 選 穫 G で RA へ HAS 代 A 
須 で に 民 加 っ 食 つ 中 維 多 で 妃 
S′ 忠 冶 固 特 ロト ネー 旬 表 へ 
N へ っ 5 迫 綻 つり 下 め の る つつ 
” 路 選 人 層 医 武 震 ロ | 避 くつ 心 
本 杖 求め つ で 心 全 | つの 還っ ポ 
つ 忍 全 ひつ お で ( 軍 下 6) 
賠 寺 邊 の 公 で 55xo 公 で 太 で や の 
拒 生 りら ポ つ 2 | つの) 
ーー て で 表 へ り へ AA へ sp ひら セ 
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生 秘 話 


内 


特集 川口 淳一 郎 プロ ジェ クッ ト マネー ジャ ー が 語る 
き 


(は だ 


22 時 51 分 すぎ 
再 突 入 の 火球 を 観測 


貞 原 キャ ン パ (NASA・DC-8 観 測 機 ) 
ルレ BE 訪 明る い 光 の 尾 を 引い て 輝く 「 は や ぶさ 」 
9 と 、 カ プ セ ル (画像 提供 NASA) 
深夜 の 相模 原 キ ャ ン パ ス に は 1.000 人 
以上 の 人 々 が 詰め か け 、 は や ぶさ の フィ 
ナー レ に 歓声 を 上 げた 
23 時 56 分 
カプ セル 発見 
WPA・ 着 地点 上 空 
カプ セル と パラ シュ ー ト が ヘリコプター か ら 
目視 確認 され た (WPA= ウ ー メ 実験 場 ( 立 
入 禁止 区 域 )) 
ャ 
WPA・ コ ント ロー ル セ ン ター 
カプ セル 発見 の 報せ に 笑顔 で 提 手 を 交わ す 
回 収 隊 リ ー ダ ー の 國 中 均 教授 と 豪 軍 側 の 運 
用 責任 者 
笑 ろ 川 紅 い つ 」 | 補 が が 川 | れ け 先 有川 隊 還 00 っ も ど は 報 大 て カ 川 6 で 
か 口 き るい 2? に あ ロロ た て 生 口 と 打 MO た ま て 自 め 試 に 気 い 製 ロ カ . 
0 3 り い 本 証 P2E あの | め た い 分 験 関 較 た の ONIK 
(上 2 年 2 2 クララ こし ニン ーー ーー 0 ジ の EMU2 SD 
れ 着 と は 戻 か ( 知 ん 事 し い M 瑞 |N5C が E9 守 画す ち 主 邊 る の 期 の っ っ シ 
UE MI II UMWWSW II (0 8) 2 (0 2 | 
も きよ た ん て 人 涯 の た な 先 が ーS 進 キ ま 前 ] 6 外 研 立 や 発 使 N 突 あ 購 この ん と 
02 2 Ob と BE め 知 し の て 年 線 の ち SI22 の AU NG に 
2 ぉ S て 2 は ED は 2 
9 な れつ な れ 計 人 湊 す ちの の 5 上 O 間 還 20 2 002XNNIUDI 還 NR AO BS 
0 ミーム 2 の ーD た 0 E 2 6 証人 た だ 王国 人 GNUIE 抽 CE の 細 200 電 OO は まだ 当世 
年 2 いつ っ と に 蘭 最 持 へ ゃ な 典 に の Os 時 つ 門人 め 人 00 
半生 SS 仙人 朋 コ UE 請 2 電 ウ 2meba 
間 還 GO ES 財 2 の 還 還 の 2 証 UE ー ジ あ の 0P ま ら RIBUUSE つ UE の 
ご ロ ヒ ロ MTN 「 は や ぶさ の た ご | を 守っ た 「 ヒー トシ ー ル | 
イト カワ 表面 の サン プル が 期待 され る 再 突 19:51 カプ セル の 火球 観測 議 界 
入力 プ セ ル が 「 は や ぶさ ] か ら 分 離さ れ た の は 、 カプ セル 分 離 Se 電 
地球 大 気 圏 へ の 再 突 入 を 3 時 間 後 に 控え た 6 / に Be 
月 13 日 19 時 51 分 の こと 。 の > 42.4 
カプ セル は 再 突 入 時 、 1 万 一 2 万 度 の 高温 ee に 
に さら され る 。 秒速 約 12km と いう 速度 は 、 ジグ - ・。 9 
地球 周回 軌道 か ら の 再 突入 の 約 1.5 倍 だ が 、 22:56 
カプ セル が 受け る 熱量 は 10 倍 以上 。 そ れ ほ 高度 三 5km 
> の へ 主 : に ロコ スク | Y * < 
ンコ DHIS 守 癌 アコ り 革 シー ルド 分 欄 
お 税 型 の 2 ビー ス か ら な る 構造 物 で 、 素材 eg 2 ee 
は 、 ス ポー ツ 用 具 や 航空 機 の 構造 材 な ど で 使 大 気 圏 再 突入 2 呈 、 や ピー コン 発信 開始 
われ る [CFRP (炭素 繊維 強化 プラ スチ ッ ク ) 
と 、 食 器 や 日 用 品 な ど に 使わ れる フェ ノー ル 樹 
脂 の 一 種 「 カ ー ボ ン フ ェ ノ リッ ク ]。 
この 樹脂 は 、 高 熱 に は ら さ れる と 内 部 か ら 
ガス 化し 、 ガ ス が 表面 に し み 出し て 薄い 層 を 所 に 落下 。 


つく る 。 そ れ に より 、 カ プ セ ル に 加わ る 熱 を さ 
え ぎ り (シー ルド 効果 ) 、 カ プ セ ル が 一 定 以上 
の 温度 に 上 が ら な いよ うに する 役割 を 果たす 。 
樹脂 層 の 厚み が どの 程度 あれ ば 、 再 突入 の 高 
熱 に 耐え る こと が で きる の か が 、 今 回 実証 され 
た に 23. 

カプ セル が 大 気 に よ る 減速 を 受け な が ら あ 
る 高度 まで 降り て きた 時 点 で 、 火 工 品 (火薬 
を 用 いた 機構 ) に よ に り ヒ ー ト シー ルド が 分 離さ 
れ 、 パ ラ シ ュ ー ト が 開き 、 位 置 を 示す ビー コン 
電波 が 発信 され る 。 カプ セル は ゆっ くり と 着地 
し た が 、 ヒ ー ト シー ルド は カプ セル と 離れ た 場 


着地 当 夜 は 無風 に 近い 状態 だ っ た た め 、 カ 
プ セ ル の 発見 で ヒー トシ ー ル ド の 落下 地点 も 
精度 良く 絞り 込ま れ 、 早 期 の 発見 (翌日 の カ 
プ セ ル 回 収 作業 中 ) に つなが っ た 。 

7 年 ・ 約 60 億 km の 深 宇 宙 の 旅 を 経て きた 
パラ シュ ー ト や サン プル コン テ ナ な ど と と も に 
「 人 類 初 と な る 、 小 惑星 へ の 往復 航行 を 達成 
し た 宇宙 機 の 一 部 ] で ある 点 で 貴重 な も の で 
あり 、 さ ら に 今後 期待 され る 太陽 系 天体 か ら 
の サン プル リタ ー ン ミッ ショ ン に 欠か せな い | 再 
突入 技術 ] を 、 日 本 が 独力 で 獲得 し た 証拠 品 
と いう 点 で も 価値 ある "実物 "だ 。 
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カプ セル 相 包 作業 


WPA・ コ ント ロー ル セ ン ター 
専用 の 輸送 容器 に 収め 、 窒 素 ガ 
ス を 充填 


表面 の クリ ー 


向け 出発 
近隣 の 空港 の ら チ ャ ー タ ー 
機 で 日 本 に 向け 出発 。 ノン 


ココ 
東京 国際 空港 (羽田 ) 


到着 。 


スト ッ プ フラ イト で 同日 深 


日 本 【 
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2 信二 守 で で 生 公 選 届 選 りら 詳 軍 庄 
全幅 症 惑 更 つ いり 2 ゃ 0 りつ 約 電 際 
ら か お "本 つ っ 工 W ら つ お < 
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GS 時 ら つ 倒 め の 38 ら 人 e・ 
三 口 hg HMSNー ル ペー キー 
つっ 愉 臣 移 全 で も K 代 へ 
ーー ぶつ ろり っ つめ 迄 で 妃 争 8 守っ 
ぐ で の や 記 倒 尽 め や つき ン い し > の 計 
握 起 定 ロ 応 ぶ つ ト ぐ で 人 トト め つ 
ロン で 里 畑 守 園 ぐ o ぐ 避 着 
R 入 処 わり ン 宮 丸和 で 委 O 心 つ 
いっ 3s 和 や" 
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鷲 細 凌 せ そ 愉 mM く 部局 ロ 回 
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ゃ の 愛人 v 且 ポ や <H ン 編 氷 丸 り 。 氏 の 昭 っ が や 


飛ん を で いる コー ス を [軌道 決定 担当 ] 
正確 に 見 きわ め て くれ た 
記 大 西 隆史 さん 
w 富士 通 (内 テク ニカ ルコ ン ピ ュ ー テ ィング ・ ソ リュ ーション 
事業 本 部 科学 シス テム ソリ ュー ショ ン 統 括 部 


「 と て も [狭き門] だ けど 、 突 破 で きれ ば 次 め の 大 き な ス 
テッ プ に な る 。 だ か ら 再 突入 は 、 い わ ば 入学 試験 ] と メッ セー ジ を 
寄せ て いた だ いて いま し た が 一 一 。 
「6 月 の ウー メラ 夏 漠 に 、 で っ か い 桜 が 咲き まし た 。TCM( 軸 道修 
正 ) の 間 は 、 イ オン エン ジン の 調子 を ハラ ハラ し な が ら 評価 し 、 見 
守っ て いま し た が 、「 は や ぶさ 」 は 、 ま る で 強い 意志 を 持っ て いる か 
の よう に 、 見 事 に 完走 し まし た 。 あり が と う 、「 は や ぶさ 」。 故郷 の 星 

通信 アン テ ナ の 電 で 風 と な り 、 ゆ っ くり 休ん で くだ さい | 

面倒 を 見 て くれ た 宇宙 観測 所 の 

長谷 一 水 さ ん アン テ ナ 設 備 ・ 1 

三菱 電機 輸 通信 機 製 作 所 運用 支援 担当 ] ( 電池 

イン フラ 情報 シス テム 部 ”。。 。 アル カリ 電 共 本 部 産業 

情報 シス テム 品質 管理 課 兼 地上 シス テム 課 チ 航 技術 クル ここ 


[ 四 田 ・ 内 之 浦 の アン テ ナ 設 備 と 運用 支援 を 通じ 、 大 プロ ジェ クト 
を 少し だ け で す が 、 お 手伝い を させ て いた だ いた こと は 、 光 栄 で し 
た 。 再 突入 時 の 輝く 映像 を 見 た 時 、 た だ いま 、 と の 声 が 聴こえ た 
よう に 思え まし た ] 


は や ぶさ を 支え 、 見 守り つづ けた 人 々 


7 年 間 の 長い 旅 。 い つも た くさ ん の 人 た ち が | は や ぶさ 」 を 支え て くれ て いま し た 。 
関わ っ た みな さん は 、「 は や ぶさ 」] が 帰っ て き て くれ て 、 ホ ッ と し た り 、 営 ん だ 6 、 
ちょ っ と 寂し く 感 じ た り ……。 ここ で は 会 社 で の 仕事 通じ 、| は や ぶさ 」 を 

いろ いろ な 面 か ら 協 け て くれ た 、 方 々 に 登場 し て C も らい まる 

みな さん は 、 い っ て みれ ば 「 は や ぶさ の お 父さん 」。 

帰 選 前 に も ら っ た メッ セー ジ や 


SS ジウ = 臼田 の アン テ ナ 設 備 の 臼田 宇宙 空間 
帰 選 後 に 寄せ て くれ た UE 
メッ セー ジ を 、 写 真 と いっ し ょ に 『 狩野 光夫 さん 局 運用 支援 担当 ] 
回 回 症 記 NEC ネ ッ ツ エス アイ 側 
ご 紹介 し ます 。 社会 イン フラ シス テム 事業 部 


[火星 探査 機 | の ぞ み | の 運用 で は 、 い つ 現れ る か わか ら な い 信 号 
を 見 落と さ な い よう 、 注 意 深く 毎日 可視 時 間 中 ( 約 7 時 間 ) 探 し 続 
ける 作業 を 行っ た こと も あり まし た 。 今回 の 「『 は や ぶさ 」 で 、 ロ 
その 経験 が 生か され る と は 」 と メッ セー ジ を 寄せ て いた だ いて い 
まし た が 

「 臼 田 宇宙 空間 観測 所 で 7 年 間 『 は や ぶさ 」 の 運用 に 携 わ れ た こと 
を 誇り に 思い ます 。 幾多 の 苦難 を 乗り 越え て 無事 地球 に 帰還 し 、 
燃え 尽き る 「 は や ぶさ 」 に 「 お 帰り [あり が と う 」 と 、 心 の 中 で つぶ 
きま し た 。 私 は 『 は や ぶさ 」 か ら 多 く を 学び まし た 。 その 経験 を 今 
後 の 仕事 に 生か し た いと 思い ます ] 


イオ ン エ ンジ ン を 作っ て くれ た 
堀内 康男 さん 
NEC 費 宇宙 事業 開発 戦略 室 
ン 同じ く 、 相 模 原 で [相模 原 管制 セン ター 
[イオ ン エ ンジ ン = 癌 % 運用 を 支え て くれ た 運用 支援 担当 ] 
時 担当 ー。 三 。 中 村 陽 介さ ん 
と ここ どこら この と 号 貞 NEC ネ ッ ツ エス アイ 約 
[決し て 順風 満山 と は いえ な か っ た 7 年 間 の 航海 を 、 立 派 に [完走 | も 社会 イン フラ シス テム 事業 部 
し て くれ た イオ ン エ ンジ ン を 生み の 親 の 1 人 と し て 誇らしく 思い ま 
す 。 同時 に 、 よ ちよ ち 歩 き の 頃 か ら エ ンジ ン を 見 守り 、 大 事 に 育て 議 議 蘭 蘭 立 料 "”  … ご ーーーーーーーーーーーーーーーーー 
て 下さ っ た ISAS 電 気 推進 部 門 の スタ ッ フ と 学生 の 皆様 へ の 感謝 「NASA や ニュ ー ス の 動画 で 「 は や ぶさ ] の 輝 さ を 見 た 時 、 本 当 に 
の 気持 ち で 一 杯 で す ] 「 は や ぶさ 」 を 地球 へ 帰す こと が で きた の だ と 実感 し 、 同 時 に 自分 
これ が な けれ ば 地球 に 戻っ て 来 ら れ な か っ た 、「 イ オン エン ジン の 役割 が 1 つ 終 わっ た 寂し さも 感じ まし た 。「 は や : 
の クロ ス 運 転 ] を 可能 に する 回 路 を 仕込 ん で お いた 方 だ そう っ た 7 年 間 。「 は や ぶさ 」 に 成長 させ て も ら っ た こ 
で す 帰っ て き て くれ た と 感謝 し て いま す ] 


「 は や ぶさ 」 
7 年 の 旅 


200 5 月 9 日 内 之 浦 宇宙 空 
間 観 測 所 より 打ち 上 け 。 
「 は や ぶさ ] と 命名 
MV ロケ ッ ト 5 号 機 
13 時 29 分 25 秒 に 打ち 
上 げ 


2004 5 月 19 日 イオ ン エ ンジ 

ン を 併用 し た 地球 スイ ン 
グイ バイ に よる 加速 に 成 
功 

2005 7 月 26 日 野口 訟 一 宇宙 飛行 士 「 デ ィ ス カバ 
リー 号 | で 打ち 上 げ (8 月 9 日 帰還 
8 月 15 日 リア クシ ョ ン ホ イー ル 1 基 の 故障 を 


府 ち 
に 14R 
こ 共 な = と 吉 り 
航 。^ vnc 
陸 さえ いっ 


に ここ 
将 


、。 同じ く 、 姿 勢 * 軌 道 雪 道 系 を 担当 し た 
白川 健一 さん 


品 NEC 航 空 宇宙 シ ステ ム 賜 


発表 
9 月 12 日 イト カワ 到着 F E す が 、 ボー ル を 、 釣 竿 の 
科学 観測 を 開始 4 ) 財 整 し 、 何 日 も か け 河 


ぁ 小惑星 「 イ トカ ワ ] 3 じ に 近い か も し れ ま せん |] と メッ セー 
2005 年 9 月 29 日 撮影 ジ を 寄せ て くれ て いま 

10 月 4 日 リア クシ ョ ン ホ 「 お か えり な さい 。 長旅 ご 苦労 さま 。 カプ セル を 残し て 燃え つき る 

イー ル 2 基 目 の 故 障 を 発表 姿 に 、 そ ん な 言葉 を か け て いま し た 。 運用 終了 を 実感 し た の は 、 翌 : 

11 月 4・9・12 日 リハ ー サ ル 降 下 試験 実施 朝 、 姿 勢 運用 の 夢 で 目 が 覚め た と き で す 。 コマ ンド を 送 ろ うと す 2 ポン ょ 旬 う 
11 月 20 日 1 回 目 の タ ッ チ ダウ ン 。 タ ー ゲ ッ る の だ けれ ど 、 受 け 取る 相手 が いな いこ と に 気づき 、 目 が 覚め る 2 

トマ ー カ 放出 。 ちょ っ と 切な い 夢 で し た ] 

11 月 26 日 2 回 目 の タ ッ チ ダウ ン 成 功 、 離 
脱 後 セー フ ホ ポー ルド モー ド に 

12 月 8 日 化学 エン ジン 燃料 漏洩 に 起因 する 
故障 で 、 姿勢 束 失 。 帰還 の 3 年 延期 を 発表 。 

ほど な く 通 信 途 絶 


「 は や ぶさ | と 地上 と の 通信 が 一 
2006 2 は や ぶさ | と 地上 と の 通信 カ 


3 月 6 日 3 か 月 ぶり に 正確 な 位置 と 速度 を 計 

測 

6 月 2 日 科学 雑誌 サイ エン ス ] が イト カワ を 

5 だ き 

 「 サ イエ ンス 表紙 「QGeience : 
2007 1 月 18 日 故障 し た バッ テ 王寺 で | 

リー を 使っ て の カプ セル の フ 

タ 閉 め 運用 を 実施 x 

4 月 帰還 に 向け 第 1 期 軌 道 | 

変換 開始 (同年 10 月 ) 


2009 2 月 第 2 期 雪 ダ 道 変換 開始 
3 月 16 日 若田 一 宇宙 飛行 士 「 デ ィ ス カバ 


リー 号 | で 打ち 上 げ ( 7 月 31 日 [エン ヌ ッ バー 号 ] 


で 帰 本 

7 月 22 日 国内 で は 46 年 ぶり と な る 背 既 日 

食 を 観測 

11 月 4 日 「 全 イオ ン エ ンジ ン が 停止 、 再 起動 メン バー が 働き や すい よう [NEC の 「 は や ぶさ 」 
に 至ら ず | と 発表 一 臣 | 気 を 配っ て きた プロ ジェ クト 


11 月 19 日 2 基 の イオ ン エ ンジ ン に よる 「 ク 
ロス 運転 ] に 成功 、 帰 還 再 開 

4 [は や ぶさ | と の 通信 を 担っ た 日 田 宇宙 観 
測 所 の 64m パ ラボ ナ ア ン テ ナ 
12 月 21 日 野口 聡一 宇宙 飛行 士 「 ソユーズ 
宇宙 船 」 で 打ち 上 げ 

3 月 27 日 帰還 に 向け た 軌道 変換 完了 。 イ オ 
ン エ ンジ ン の 連続 運転 終了 

4 月 5 日 山崎 直子 宇宙 飛行 士 「 デ ィ ス カバ リ 
ー 号 | で 打ち 上 げ (4 月 20 日 帰還 

4 月 16 日 オー スト ラリ ア 政 府 か ら の 着陸 許 
可 を 得 て 、 再 突入 に 向け た 軌道 修正 が 始ま る 
5 月 21 日 金星 探査 機 「 あ か つき ]、 小 型 ソー 
ラー 電力 セイ ル 実 証 機 [IKAROS」 打ち 上 げ 
6 月 2 日 野口 聡一 宇宙 飛行 士 「 ソ ユー スズ 宇宙 
船 | で 帰 恒 

6 月 9 日 再 突 入 に 向け た 軌道 修正 を 完了 、 イ 
( オン エン ジン の 運用 を 終了 


NEC 費 宇 宙 シ ステ ム 事 業 部 
ム 宇宙 シス テム 部 


ンー 還 萩野 慎二 ん マネ ジメント 担当 ] 


の 明 間 、 大 きく 深呼吸 し た の を 覚え て いま す 。 運用 が 終わ り 、[ 「 は や ぶさ 」 が 

ぶさ | が 撮っ た 最後 の 地球 の 画像 を 見 た 時 、 そ の 美 し さ に 圧倒 され 初め て 見 た 地 世 
=。 この 画像 を 、 キ レイ に 拉 正 し た も の だ け で な く 、 ス ミア ロ 

まし た 。 この 画像 を 、 キ レイ に 補正 し た も の だ け で な く 、 ス ミア を 残 最後 に 見 た 地球 


選 区 @ いた だ いた こと に 、 感 謝 で 3 
し た その まま の 形 で も 発表 し て いた だ いた こと に 、 感 謝 で す ] 打ち 上 げ か ら 1 年 後 の 2 


年 5 月 18 日 、 ス イジ グ 4 訂 
ひか えた 「 は や ぶ き 』 愛 間 明 

た 地球 ( 右 ) と 2010 年 6 
月 13 日 、 カ プ セ ル を 分 離 罰 
後 、 大 気 圏 突 入 まで 合 狭 き 親 
た わずか な 時 間 を 使 困 楓 有 
し た ラス トシ ョ ッ ト ( 充 ) 証 きま 
さま な 困難 を 乗り 越 天 @ 帰 庫 
て きた は や ぶさ に 、 る その 中 | 

で も う 一 度 地球 を 見 志 だ W 相 
の 川口 教授 ら の 思い か ら 方 % 
ラ の 電源 が 入れ られ た 。5 一 
6 枚 と っ た 写真 の うち の 1 枚 
に 、 地 球 が 写っ て いた 


6 月 13 日 地球 帰還 
相模原 キャ ン パ ス の キュ レー ショ ン セ ンタ ー 
で 初期 分 析 に 向け た 作業 が 進め られ て いる 


コ 


コ し 


ォ ず | コ 
再 窟 和 経路 の 北側 か ら 撮 影 さ れ た 「 は や ぶさ ] 芝 カ プ 
セル の 光 跡 。 画面 の 右 下 か ら 現 れ 、2 度 の 大 き な 発 光 
を 経て 、 左 上 に 消え て いっ た 。 クル マ の ルー フ に 反射 
光 が 、 地面 に は 影 が 落ち て お り 、 雲 影 と と も に 発光 の 


強 さ を うか が わせ る 7 
プ ず が ォ 
| 
チ 「 
ボ ま g 
ィ # 

デ 

の し し 
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ーー ン 


へ リーK ビ デニ ーーー3 生 NNKAy 


ら っ co 工 o 空 守 S 有 し つ .J9 ま に に 人 ST まく 1 
に い 、 


73 リ 和 や リー ーー at この の. ね 密 記 


sh ーーmT 選 志 で て 


ーー マー の 学生 で 人 さい 


ヘリ ーK 避 己 マ ゴー に 倒 較 上 地 極 
K ホ トー へ TTA へ (の の ) 導 訪 丸 
6 哲 蛋 @c 証 褒 届 注 ら つ 尺 " 
v 守 公表 証 記 昌光 @ 抑 操 G 届 
逢 り 窒 弄 堪 窪 へ 穫 へ 宮 画 款 ” 席 
届 叫 じ ヘ リ ーSG 中 忠和 っ" 
福地 肖 に HG 帳 り 中 午 リー 
ミ 貴 電王 計ら MK 環 り 党 べつ 
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ー い ト 才 直 泡 だ 革 (ロト )” 臣 ロ 
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部 々 ぐ 十 計っ 「 反 丸 宮 次 凶 富 
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さ @ 琉 謙 り らち つね "中 トー 
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SW の [Sn ロ 衝 ネー トー ( 赤 
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りら 8 ら as" 選 半 閉じ 窪 。 息 字 
二 渦 WS さ 年代 ロロ へ 
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地球 


6 月 2 日 午後 0 
時 25 分 【 


選 寺 さ 喝 崩 や 上 K マ ヤーK ふ キー 
ミト で K 玉 く スー 忠 倒 大 折 つ ぶ 
つつ 呈 穴 べ 他 坦 滑 に 十 全 QR 下 
表 ら 地 李 り 半 電 reG 35 違 じ 
りり SS 呈 持 べ 地 坦 衣 に 士 公 
くつ 作 地 り 委 全う っ て 衣 密 余 
画 時 つ ね りつ 移 押 鶴 め や yos の ぐも 
つ 守 "で KR スー 忠 全 時 くら 
a942 へ 下さ ミ と 0 品 リー ミ 
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淫 選 寸 倒 嘱 取 壮 坦 り 選 で お 抑 鍛 
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集合 し た 
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久仁 提 HH 本 りや SQ 還 本 拓 走 息 : 
キキ へ 和 TG 提 組む HH 本 ぐ や 人 
ミ つ つね 壁 庄 (忠一 6 コ の og 
ー ゥ の へ 幸 玉 猛 基 下 問 碧 藤 
9 

キ へ 利 mGSHTH 史 正 っ のり | 宜 
で 惨 むら 下 咽 全社 やつ ロス ンス 
中 人 K さ 約 識 密生 ko 人 G 中 一 尺 和 
民 下 ye りつ 皿 の つっ が 6 
ャ ” 還 罰 つ で 心 舞 SS9 層 寺下 公 


坦 G ぶ 下 全 る きっ 牙 語 G 理 ぬ 貴 
つの の っ 全く く へ 範 地 表 
守 路 玉 紀 や ゃ " 

さい くべ へ 四 和 写生 下さ っ 人 一 外 
〇 ゃ ーー で つ お 経絡 志 G 近 究 ス 

1 作 さ ( 用 ら o コ c で 6 へ 手 表 - 半 
氏 ] | 三 蛋 宗 潮 ) 

的 詞 秘 所 KSSOG 刀 るり 的 6 
36G 笑 呆 ら っ to っ 組 近 公則 候 つ り 
つが っ 6" うけ G 画 敵 8” 引 近 G 
販 皿 ら 茹 旋 つ りく we 〇 っ ーー つう 
っ 心 肖 棚 G 羅 弄 定 ら ぐ tom っ 史 
宣 て he うつり 46 で の 引 妥 生協 吉 
ye へ り 人 K さ G 壁 密 史 信 多 つり 
っ 36 和 や" 


臣 p ぃ 9 度 穫 3 つ イ 婁 で つの 選 で の で 
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夷 | 地 坦 肖 に 寸 例 隷 朋 坦 つ 丸 近 
ぐ S ホ トー ふつ 選 経 めで が 6m) 6 お 7 
宮 押 隊 G 人 トー ペ 和 民 吐 つね で ロ 
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分 離 カ メラ DCAM 1 
か ら 撮 影 さ れ た 画像 。 


太陽 光 の 反射 特性 を 切 
り 替 え 、 姿 勢 制御 に 役 
立て る [液晶 デバ イス ] 
の 動作 も 確認 で きた 。 
の 量 品 作 6 月 19 日 撮影 

宇宙 で 膜 が 開い た 写真 は 、 

どう や っ て 撮っ た の ? 

| あか つき 」 の カメ ラ で ? 


ある い は HH-IIA ロ ケッ ト の 第 2 段 か ら ? 
森 先 生 「 あ か つき | は 、 い っ し ょ に 金星 に 向かっ て 


胃 いる と は いえ 、 そ ん な に 近く を 飛ん で いる わけ で は あ 


り ま せん 。IKAROS 搭載 の 小型 カメ ラ を 分 離し て 撮 
り 、 無 線 通信 で IKAROS に 、 そ し て 1IKAROS か ら 
地球 に 送っ て も ら っ た 写真 で す 。 

どう し て も 「 自 分 撮り | は 成功 させ た か っ た の で カ 
メラ は 2 機 用 意 し まし た 。 撮 影 の タイ ミン グ や スピ ン 
の 速度 な ど を 調整 し 、 と て も うま く 撮 影 で きま し た 。 
「 膜 が うま く 展 開 で きま し た ! | と 説明 する に も 、 写 
真 が ある と な いと で は 説得 力 が 違い ます か ら ね 。 

2 機 の カメ ラ は その まま 飛ん で いっ て し まい まし た 
が 、 こ れ ら は ちゃ ん と 無線 局 に 申請 を し 免許 も 得 た 、 
独立 し た 1 個 の 宇宙 機 で も あり ます 。 世界 最小 の 人 工 
惑星 の は ず な の で 、 ギ ネス に も 申請 し よう か と 思っ て 
いま す 。 


イカ ロス 君 小型 カメ ラ は DCAM 1 ちゃ ん と DCAM 
2 くん の 姉 弟 。 と っ て も 小さ いけ ど 、 が ん ば っ て 、 僕 
の 写真 を と っ て くれ た ん だ 。 


自分 自身 の 回 転 を 速く し た り 
遅く し た り 、 自 由 に で きる みた いで す が 、 
どん な 仕組 み を 使っ て いる の ? 

森 先 生 ノズル か ら ガ ス を 噴い て 回 転 を 変え た り 姿 勢 
を 変え た た りす る 「 ガ スス ラス タ 」 と 呼ば れる 機構 を 使っ 
て いま す 。 原 理 は 大 型 の 探 査 機 や 衛星 と も 同じ で す が 、 
使っ て いる 燃料 が 違い ます 。 探査 機 や 衛星 で は 「 ヒ ド 
ラジ ン 」 と いう 取扱 い の 難 し い 物 質 を 使っ て いま す が 、 
IKAROS で は 「HFC-134A] と いう 無害 な 物質 ( エ 
アコ ン や 冷蔵 庫 で も 使わ れ て いま し た ) で す 。 今後 、 
積極 的 に 姿勢 制御 が で きる 小型 衛星 を 手軽 に 作る た め 
に は 、 安 全 な 燃料 を 使っ た スラ スタ が 必要 に な る だ ろ 
うと 考え 、 新 し い ス ラス タ に 挑戦 し まし た 。「 ス ポン ジ ]」 
の よう な 金属 で タン ク か ら 液 体 諾 料 が 出 て いか な いよ 
う 保持 し 、 燃 料 の 一 部 を ヒー ター で 気化 させ て ノズル 
か ら 噴 射 し て 力 を 得る 、 と いう 仁 組 み で す 。 燃料 を 着火 
し た り 、 高 圧 に する 必要 が な いと いう 点 で も 安全 で す 。 


イカ ロス 君 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー で HFC-134A を 
た くさ ん 飲ん で きた ん だ よ ! それ を ちょ っ と ずつ 出し 
な が ら 向 き と か 回 る スピ ー ド 変え て る ん だ 。 


ガン マ 線 と か 宇宙 空間 の 塵 (5 り ) と か 、 
いろ ん な も の を 観測 し て いる よう 

で す が 、 ソ ー ラ ー セ イル と 
関係 が ある ん で すか 。 


澤 森 先 生 大 き な 恒 星 は 寿命 の 最後 に 大 爆発 し 、X 線 よ 
思 り も さら に エネ ルギー の 高い 電磁 波 で ある ガン マ 線 
を 出し ます 。 そ れ を 詳し く 観 測 す る の が 「GAP| で 
す 。 ま た 、 宇 宙 空 間 に 漂う 細か な ダス ト を 観測 する 
「ALADDIN] と いう 観測 機器 も 積ん で いま す 。 さ ら 
に 「VLBI 送信 器 ] も あり 、IKAROS の 軌道 を 正確 
に 測定 する 工学 実験 も 行い ます 。 ソ ー ラ ー セ イル と 
関係 が ある か 、 と 聞か れる と 、 直 接 は 関係 な いで す 
ね 。「 あ か つき | の 打ち 上 げ 和 機会 に 同乗 させ て も ら っ 
た 1IKAROS に 、 さ ら に 相乗 り し て き て くれ た オプ シ 

ョ ン 機 器 で す 。 
イカ ロス 君 友達 が 多い ほう が 楽し 一 よ 。「 旅 は みち 
記 びき 」 っ て こと わざ も ある し 一 。( 往 ・「 み ち づ れ 」 で す ) 
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0 IKAROS の 旅 は 
いつ まで 続く の ? 
禁 間 論 森 先 生 予定 で は 打ち 上 げ か ら 半 年 ぐら いで 一 通り 
の 実験 を 終え る の で す が 、 そ の 後 も 少し で も 長く 


IKAROS の 運用 を 続け た いで す 。IKAROS の 膜 面 が 
地球 の 方 向 と 重なり 、 地 球 と 通信 し に くい 時 期 が どう 
し て も 出 て きま す が 、 そ れ を 乗り 越え られ れ ば 、 長期 
間 の 運用 を 続け る こと が で きる と 思っ て いま す 。 次 替 
制御 に 使う 「 ガ スス ラス タ ] の 燃料 の 残 量 が 寿命 を 決 
め る こと に な り そ う で す 。 
イカ ロス 君 僕 、 み ん な か ら の 応援 メッ セー ジ 持っ て 
< ブラ き て る か ら 、 い ける と こま で 頑張 る よ ! みん な が くれ 
た メッ セー ジ は 、 先 端 マ そ っ て いう 重り に な っ て 、 そ 
の 重り が 僕 の 帆 を 広げ て くれ た ん だ よ 。 
みん な 、 ど う も あり が と う ! .~@ , 


@ 


ミニ マム サク セス 達成 
(数 週間 ) 


学 ③ ソ ー ラ ー セ イル 
スピ ンダ ウン (1-2rpm) 
作 チェ ッ ク 攻 有 陽 電 池 に よる 大 
スピ ン ア ッ プ (25rpm) 後 展開 開始 


ミッ ショ ン シ ー ケ ンス 
IKAROS プロ ジェ クト サイ ト は こち ら 
httD://WWW.jSD6C.jaXd.jD/Ikar0S_channel/ 
イカ ロス 君 の ツイ ッ タ ー は こち ら 
http:/twitter.c0m/ikaroskun 


①H-IA 打 ち 上 げ  。、 
太陽 指向 - ス ピン ぞ 
分 離 (5rpm) 


た くさ ん の 人 が 
IKAROS に 興味 を 持っ て くれ て 
うれ し い 限 り で す 。 
IKAROS の ミッ ショ ン は 
膜 の 展開 以外 に も 世界 初 が 
目白 押し で す 。 


皆さん と 一 緒 に 思う 存 分 、 
イカ ロス 君 の 冒険 を 
楽し みた いと 思い ます 
(IKAROS 運 用 室 に て 、 
右端 が 森 先生 ) 


休 み 特別 編 


イカ ロス 君 に 


5 月 21HI、 人 金星 あめ さす 探査 機 | あか つき 」 


8 つの 


きい て みた 


小型 ソー ラー 電力 セイ ル 実 証 機 


IKAROS 


と と も に 、H-IIA ロ ケッ ト 17 号 機 で 
打ち 上 げ 6 れ た [「IKAROS|。 
順調 に ミッ ショ ン は 進み 、 


IO 〇 〇 に 成功 [OO 〇 を 確認 !] と グッ ドニ ュー ス が 続い て いま す 。 
さら に ツイ ッ タ ー (短文 を 登録 する イン ター ネッ ト 上 の 簡易 ブロ グ の 仕組 み ) で は 、 
機体 や 運用 の 状況 を 日 々 知ら せ て くれ る | イカ ロス 君 」 が 、 

その 語 0 品 や 表情 
いろ いろ な 質問 も 寄せ られ て いま す が 、 よ く 見 て みる と | イカ ロス 貼 」 の 人 気 で 


堂 か さ で 大 人 気 ! 


は じ め て 「IKAROS] を 知っ た と いう 人 も 少な く な い 様 子 で す 。 


そこ で 、 森 先生 (プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ の 森 治 (も 9・ お さめ) 助教 と と | イカ ロス 君 」 に 、 
素朴 な 疑問 あぶ つけ て み ま し た 。 あな た の 疑問 、 ス ッ キ リ 解 消す る で し ょ うか ? 


0 IKAROS は 
[小型 ソー ラー 電力 セイ ル 実 証 機 」 と 
呼ば れ て いま す が 、| 展開 後 、 

1 辺 14m]」 っ て か な り 大 きい と 

思い ます 。 いっ た い ど こ が 小 型 な の ? 


還 森 先生 膜 は 比較 的 大 きい で す が 、 本 体 は 小さ く 、 

刻 IKAROS] 全体 の 質量 は 約 310kg。「 あ か つき 」 と 
の 相乗 り で 打ち 上 げ ら れる くら い の 小 さい 宇宙 機 で 
す 。「 小 型 セ イル | の 実証 機 で は な く 、「 ソ ー ラ ー 電 力 
セイ ル 」| の 「 小 型 実証 機 ]」 な ん で す 。 


イカ ロス 君 今 は お っ き ー っ て 言わ れ て いる 僕 の 帆 
ミンス も 、 将 来 は 「 ち っ ちゃ ー ! | と 言わ れる よう に な る の 


か な ぁ ? 


0Z 「 太 陽光 の 圧力 で 加速 に 
成功 || と いう ニュ ー ス を 見 まし た 。 
これ は どう いう 意味 ? 
森 先 生 太陽 の 光 に は モノ を 押す 力 が あり ます 。 そ 
l れ は と て も 小さ く 、IKAROS の 膜 全体 を 合わ せ て も 、 
地球 上 で 1 円 玉 の 5 分 の 1 ほど の モノ を 持ち 上 げ る 
カカ に し か すぎ ませ ん 。 で も IKAROS の 速度 の 変化 を 
精密 に 測っ て みる と 、 ど の くら い 加 速 し た か が 分 か る 
ん で す 。 腰 の 展開 か ら の 約 1 か 月 で 、 約 10m 秒 の 
加速 が 得 ら れ ま し た 。 こ れ を ずっ と 続け て いけ ば 、 燃 
料 消費 な し に 、 大 き な 加速 が 得 ら れ ます 。 宇宙 空間 で 
は 空気 の 抵抗 を 受け な い の が ポイ ント で す 。 ち な み に 

膜 に は 薄い 太陽 電池 が 貼り 付け て あっ て 発電 も で きま 
す 。 次 の 計画 で は も っ と た くさ ん 発電 し て 強力 な イオ 
ン エ ンジ ン を 運転 し 、「 太 陽 系 を 自由 に 航海 する 未来 」 
を 目指 し ます 。 
イカ ロス 看 僕 は フワ フワ 飛ん で る だ け だ か ら よ く 分 

ミラ か ら 5 な いん だ 。 で も 、 ち ょ っ と だ け 太 陽 か ら 押 され る 
気 が す る 。 


0 金星 に 着い た ら 、 
何 を する ん で すか ? 


森 先生 金星 を 目指 す ル ー ト に は 乗っ て いま す が 、 探 
査 機 で ある 「 あ か つき 」 と は 違い 、 目 的 地 は 金星 で は 
あり ませ ん 。 地 球 か ら 遠 く 離 れ た 惑星 間 軌 道 で な いと 
で き な い 、 さ まさ ざま な 実験 や 実証 を する た め の 宇 宙 機 
な ん で す 。 だ か ら 人 金星 に は 立ち 寄ら ず 、 そ の 近く を 通 
りす ぎ て ずっ と 太陽 の 周り を 回 る こと に な り ま す 。 


時 証 イカ ロス 若 きん せい ちゃ ん へ の た び を 楽し みな が 

クタ 5、 途 中 で いろ いろ な 実験 を し て いる よ ! 地球 と は 毎 
日 お 話し を し て る の 。 う す だ さ ん と お 話し する こと が 
多い よ 。( う す だ さ ん = 日 田 宇宙 空間 観測 所 ) 


0 H-IIA ロ ケッ ト の 軌道 投入 精度 は 
すご く よ か っ た そう で す が 、 
トク し た こと は あり まし た か 2 


間 半 先 生 旅 その も の が 目的 な の で 実は 軌道 投入 の 精度 

は あま り 関係 が な か っ た ん で す 。 惑星 間 雪 道 に 出 られ 
れ ば OK だ っ た 。 で も る 金星 を 目指 す 「 あ か つき ] が 、 
初期 の 雪 道 修正 が 必要 な いく らい の 素晴らし さだ っ た 
の で 、IKAROS の 運用 に も 余裕 が で きた の は 事実 で 
す 。 ア ン テ ナ の 使用 時 間 を 譲っ て も ら え た り し た ん で 
す よ 。 ま た 、 軌 道 だ け で な く ロ ケッ ト か ら の 分 離 時 
の 姿勢 も リク エス ト 通 り 。「 毎 分 5 回 転 の 回 転 を 与え 、 
太陽 に 向け て ]」 と お 願い し 、「 向 き は 多少 ずれ る 可能 
性 が あり ます よ ] と 聞か され て いた ん で す が 、 結 果 的 
に は 「 ど ん ぴしゃ ] で し た 。 


隊 代 較 イカ ロス 君 宇宙 に は じ め て 出 た と き は ちょ っ と だ け 
クタ 不 安 だ っ た けど 、 は や ぶさ 兄さん が いろ いろ 教え て く 
れ て た の で 怖く な か っ た よ ! 


筑波 大 学 大 学院 人 間 総 合 科 学研 究 科 芸 
術 学 系 教授 。2001 年 より JAXA。( 当 
時 宇宙 開発 事業 団 ) 共同 研究 と し て 、 
宇宙 空間 で の 芸術 の 可能 性 を 問う 
[Space Arts Project| を 提案 。 放 
物 線 飛行 に よる 微小 二 力 環境 で の 遊泳 
実験 を 3 回 行う な ど 、 光 と 生理 、 流 体 
と 音波 に よる 新しい アー ト の 提案 を 
行っ て いる 。 [JAXA の 取り 組み は 芸 
術 家 に と っ て 、 大 切な 宝 で す ] 


[Spiral Top」 逢 坂 卓郎 /JAXA( 実 施 ) 
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軸 全 午 で の つ を で か 宙 り つう 余地 
地 り ゅ 咽 下 や *@ り つや 研 で 思 が 
祥 *Q 本 っ らら つ 慰 」 

半 居 据 胃 「 押 家 人 G 民 (けつ で 
ご ) を 講 陸 ぐ 決 坪 串 「 折 つて ン Rs 
2」 の) 忠 据 り 條 癖 G 症 nH 宇 
G 来 包 骨 い リン で 


りつ 罰 7 


前 


INFO ロ RMATIOIN 1 


金星 探査 機 あか つき 
モラ ミッ クス ラス タ ー に よる 
世界 初 の 軌道 上 実証 に 成功 


に 打ち 上 げ ら れ た 金星 探 
租 | あか つき | は 、6 月 28 日 に 
500N (ニュ ー ト ン )2? の 軌道 制御 
エン ジン (OME) の 噴射 を 行い 、 
新規 に 国内 で 開発 され た 窒化 理 素 
(SisN。) 製 モ ラミ ックス ラス ター 
の 世界 初 の 軌道 上 実証 に 成功 し ま 
し た 。 今 回 の 噴射 は 金星 へ の 接近 


⑥ ア ジア 開発 銀行 


INF ロ RMIATION 3 


条件 を 調整 すみ る た め だ け で な く 〈、 
金星 周回 軌道 投入 の 際 の エン ジン 
の 出力 特性 を 把握 する た め に も 不 
可 欠 な 作業 で す 。 
( 微 調 整 ) は 11 月 上 旬 頃 に 実施 巴 
定 で 、 金 星 へ の 最 接近 お よび 金星 
周回 軌道 へ の 投入 は 12 月 7 日 と 
な る 予定 で す 。 


oe と いて 半 泊 丈 さ 


と SG 年 と 生還 押さ と 愉 m 


で 半 注 テテ 一 上 酒 愛 滞 評 の 
rrreAYNUSmN ペ ーー き 忠 上 著 ご 
Se 史 朋 品 ※ー 由 蘭 譜 er 訴 芝 
N 弄 各 涯 琴 軒 S 回 に 貞 同 言 , ず 滞 


活 寺 壮 S メ テ NHNI ロ NO ワ テ ば 選 
HO ペー の さき ox 各所 と き 肥 千 cw 


詩 e で 呈 滞 忠 の ir リー マー 
い 骨 き 深 ご 財 S 回 性 宛 ロワ 


JAXA シ ン ポ ジウ ム 2010 
世界 に 羽ばたく EIGA 


8 日 、 NR 

[世界 に 羽ばたく 日 本 の 宇 
開発 」 が 開催 され まし た 。 第 1 部 
| 我が国 の ロケ ッ ト 開 発 の 集大成 
「H- TB」」、 第 2 部 「 日 本 初 の 宇宙 
船 HTV の 挑戦 ]、 第 3 部 [新た な 
有人 宇宙 時 代 の 実現 に 向け て 」 の 
3 つの テー で マ を 取り 上 げ 、 今 まで に 
得 られ た 成果 や JAXA が 目指 す 将 
来 像 が 紹介 され まし た 。 若田 光一 
宇宙 飛行 士 は 、「 き ぼう 」 日 本 実験 
棟 で の きま ざま な か 実験 や 、 各 国 の 
宇宙 飛行 士 と の ISS で の 暮らし を 
映像 と 共に 紹介 。 0 し て 存 
続 し て いく た め に 、 有人 宇宙 活動 
は 必要 。 NN ある 日 本 
が 、 率 先 し て 展開 し て いか な けれ 
ば な ら 6 ない] と 語り まし た 。 


ロロ ロコ ピピ T 
IINFORIMATION 


次 回 の 軌道 制御 


LT 1 協 活 衝 発 
便利 全う AB 力 用 是 展 2 
一 視 月 胃 衝 道 は ^ 目 の 
和音 全 人 剛 促 技 途 大 
EXEA を 短 森 害 ジ 係 進 術 上 和平 
電信 黒 D 佐 の 林 管 ア に の 、 
人 f 介 還 8 和 呈 芽 用 和 を に の 国 淫 
ま 胡 ま う 8 他 気 発 交 閲 に 
た が 総 本 と 進 水 候 銀 % 二 し ぉ 地 
s 出 裁 部 で に 資 変 行 4m け 域 
る の 


A 陸 域 観測 技術 衛星 「 だ いち ] が 撮影 し た 、 鮮 明 な 東京 都心 の 画像 に 見 入る 参加 者 
B JAXA が 目指 す 宇 宙 開 発 に つい て 3 部 構成 で トー クセ ッ シ ョ ン が 行わ れ た 
C 現在 若田 宇宙 飛行 士 は 、JAXA の 宇宙 飛行 士 グ ルー プ 長 、NASA で は ISS 運 用 ブラ ンチ の チー フ と し て 活躍 し て いる 


D 虎 野 吉彦 プ 


ジェ クト マネ ー ジ ャ ( 右 ) と 山中 注 ニニ フラ イト ディ レク タ ( 左 


) が HTV の 今後 の 展開 に つい て 紹介 


己 NO ロ I ユ 内 ロコ INI 


A 人 欠 A 


| vvuectcter oeSrrtSrrSytANMRT 


紀 N ロ II ユマ 愉 ロコ 


lie2hre も っ と 身近 に 感 
に 楽し みな が ら 知 識 を 深め て い 
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さて . 信 回 は お 在 で 電気 を 下 こ し ます 。 まず . 奉 東 | 
作る も ⑨ は 太 請 電 当 。 研二: を は 、 区 の 夫 だ け で 電 1 
請 条 ガス ニニ 菱 化 卓 華 を だ きず 、 地 呈 に 佑 し し 

ます 。 ま た 夫人 が あれ ば 重たい 情 料 を 構っ て 
で 義剛 や コン ビュ ー テ ー モ を 動 す ⑰ に も 優 利 。 人 工大 許 
な ど で も 大 活躍 し て ! 

す 


国 
ます . 回 は あの 本論 電 泊 を の 色 水 か ら 作 っ ちゃ し 


ず 花 先 電 い ょ ュ / 


JAXA ク ラブ 宇宙 実験 室 


http://www.jaxaclub.jp/Space_lab/list.html 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機 関 誌 No.()33 


発行 企画 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構) 
編集 制作 人 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン Better Days 
印刷 製本 念 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 


2010 年 8 月 1 日 発行 


JAXAS 


JAXA' 編集 委員 会 
委員 長 的 川 秦 宮 
副 委員 長 舘 和夫 
委員 阪本 成一 
顧問 山根 一 候 


寺門 和夫 喜多 充 成 


INFORMIATIOIN 


ける コン テン ツ が 満載 の ウェ ブサ 
イト 、「TJAXA クラ ブ | を ご 存 知 
で も し よう が か 。 

サイ ト 内 の 「 宇 宙 実 験 宝 ] で は 、 


手作り で で き て 、 宇宙 航空 技術 の 受賞 

一 端 に 触れ る こと の で きる 実験 を 3 

た くき ん 紹介 し て いま す 。 

着陸 船 の 実験 で は 、 実 際 に ビル の 

屋上 か ら 6 うず 6 の 卵 が 割れ な いよ う 

に 落と し て みた り 、 太 陽 電 池 の 実 

験 で は 、 い ろ い ろ な 花 を 使っ て 光 底 藤 宏文 プロ ジェ クト 


マネ ー ジ ャ ( 右 ) と プロ 


で 発電 する 電池 を 作っ て み ま し た 。 ジェ クト サイ エン ティ 


この よう に 「 宇 宙 実 験 宝 ] で は こ 


れ か ら も 身の回り の 物 を 使っ た 実 学科 
験 を 、 多 数 紹介 し て いく 予定 で す 。 2 ge 
っ 1 ゃ ゝ の 1N っ 了 と CS 2) ヽ ヽ 
) 9 00M IOS で 9 二 し で る え ヤ 9 ト の 守 宏 : 部 0 め 
実験 も ある の で 、 ぜ ひ 親 子 で この 竹本 まま ク 量 ゞ 中 0 い 鍛 0 
ニー キル 党 玉 っ か ポー ヽ 3 - 具 * 宝 ノ ZD ト て ー 滑 
し ょ うか ? 本 や イン ター ネッ ト で す と の 術 受 叉 ララ 姿 な 壮 度 ロ す に 
調べ る だ け よ りゃ 実際 に 自分 の 手 。 と うぅ うふ > 積 向 q の の 略 ら し 寺本 や も 
で 実験 する こと で 、 貴 重 な 体験 が 主 趣 シ を 本 委 箱 暫 6 ま 賞 短 他 BE 
0 紀 MI 0 ま の ン 二 \ ク 態 と 信 ・ た ブ 皇 6 
レヒ よ 信 に ゅ ト を し あぁ を 05 づ ご ロ 雷 番 れ 
た 例 使 圧 め 区 を > 、 胸 条 
こう ぃ い マ 誇 て 皇 度 れ ジ 学 重 た 
に 之 着 三 ネ り は や と い ェ 会 攻 オ 
も な さ の | ま 世 うい め ク の れ 1 


INFORMIATION 戸 


調整 部 会 
第 12 回 日 本 水 大 


利用 ミッ ショ ン 本 部 が 参加 し 
* る 統合 地球 エネ ルギー・ 水 循 
環 観測 プロ ジェ クト [CEOP」 の 
国際 調整 部 会 [ICB」 が 、 第 12 回 
日 本 水 大 賞 の | 国際 貢献 賞 ] を 受 
賞 し まし た 。 日 本 水 大 賞 と は 、 秋 
篠宮 文仁 親王 殿下 が 名 誉 総裁 と 
な っ て 、 現 代 社 会 の 持続 可能 な 発 
展 を 根底 か ら 揺 る が す 可 能 性 が あ 
る 地球 規模 の 気候 変動 に よる 水 循 
環 系 の 健全 化 に 寄与 し た 個人 、 


スト の 東京 大 学 大 学 


タモ ュー モト 5 ェ テ 人 
人 頁 献 賞 , 受 賞 
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小型 科学 衛星 れい めい が 
日 本 航空 宇宙 学会 の 
2009 年 度 技術 賞 ' テ ッ ト 部 門 ) 


統合 地球 エネ ルギー 
水循環 観測 プロ ジェ クト の 


営 > 
具 
3 


体 を 表彰 する も の で す 。CEOP 
は 、 東 京 大 学 、 気 象 庁 、JAXA 
が 核 と な っ て 組織 され て お り 、 
2001 年 の 発足 以来 、 世 界 の 先導 
役 と し て 地球 水循環 デー タ の 統 融 
合 研究 を 共同 で 実施 し て いま す 。 
今回 の 受賞 は 、 本 プロ ジェ クト を 
推進 する た め に 欠か せな い 国 際 協 
力 に つい て 多大 の 成果 を 挙げ た こ 
と こと が 評価 され た も の で す 。 


税 子 で 宇宙 を 楽し も う 
JAXA 和 夏 の イベ ント 開催 の お 知ら せ 


JAXA で は 、 親 子 で 楽し ん で いた だ ける イベ ント を 、 親 
夏休み に あわ せ て ご 用 意 し て いま す 。 

筑波 宇宙 セン ター の 新 展示 館 オ ー プ ン か ら 、 

小惑星 探査 機 「 は や ぶさ 」] 関 連 の 催し まで 、 

この 機会 に ぜひ ご 参加 いた だ き 、 

夏 の 思い 出 を 作っ て みて は いか が で し ょ うか 。 


に 筑波 宇宙 セン ター 
「JAXA シ ン ボ ジウ ム 2010~ 新 展示 館 オ ー プ ン 
世界 に 羽ばたく 日 本 の 宇宙 開発 <」 : : 7 月 17 日 、 筑 波 宇宙 セン ター に 新しい 展示 館 が オー 
名 古屋 で 開催 6 |』 プ ン し まし た 。 入り 口 で は 1 ノ 100 万 スケ ー ル の 美 
プロ グラ ム し い 地 球 が 来館 者 を 出迎え ます 。 実物 や ほぼ 実物 
圏 トー クセ ッ シ ョ ン 1 に 近い 試験 モデ ル を 展示 し 、 実 績 や 成果 に つい て 
我が国 の ロケ ッ ト 開 発 の 集大成 [H-TB] 詳し く ご 紹介 し て いま す 。 


JAXA H-TB プ ロジ ェクト プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 中 村 富 久 
圏 トー クセ ッ シ ョ ンク 2 
日 本 初 の 宇宙 船 HTV の 挑戦 
JAXA HTV プ ロジ ェクト プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 虎 野 吉彦 
フラ イト ディ レク タ 山中 浩二 

信 開 催 日 時 /9 月 10 日 ( 金 ) 


開館 時 間 /10:00 一 17:00 

人 @ 休 館 日 年 末年 始 

人 @ 入 場 無料 (無料 駐車 場 あり ) 

※ 事 前 の 申し 込み が 必要 で す の で 詳し く は 見 学 案 
内 係 029-868.2023 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 


人 開催 場所 テレ ビア ホー ル 

名 古屋 市 東 区 東桜 1-14-27 

お 問い 合わ せ 先 :052-954-1165 
http://www.tokai-tv.com/event/telepia/ 


大 と と 


の 


入 波 宇宙 セン ター の 新 展 示 館 で は 、「 人 工 衛星 に よ 
る 宇宙 利用 」「 有人: 宇宙 環境 利用 ]| ロケ ッ ト ・ 輸 送 
シス テム ]「 宇 宙 科 学研 究 ・ 月 惑星 探査 ] な ど 、 エ リア 
ご と に 最 先端 の 宇宙 開発 に 触れ る こと が で きま す 


「 は や ぶさ 」 の 回 収 し た 

カプ セル 展示 

前 面 ヒ ー ト シー ルド 、 背 面 ヒ ー ト シー ルド (8 月 2 日 、 
3 日 の み ) その 他 、 カ プ セ ル 関 係 物品 が 筑波 宇宙 セ 
ンタ ー で 公開 され ます 。 
開催 日 時 8 月 2 日 (月 ) 6 日 ( 金 ) 
義人 場所 筑波 宇宙 セン ター 


国東 京 : 丸 の 内 
「 お か えり 、 は や ぶさ 
て は や ぶさ 応援 あり が と う イ ベン ト 」 
「 は や ぶさ 」 が 成し遂げ た 科学 的 ・ 技 術 的 成果 を 紹介 
し な が ら 、 さ ま ざ ま な 困難 を あき ら め ず に 乗り 越え て 
いく こと の 大 切 さ を 伝え て いき ます 。 
※ 展 示 物 、 展 示 期間 に は 変更 の 可能 性 が あり ます 。 
【 カ プ セ ル 関 係 物品 展示 】 
依 開 催 日 時 8 月 15 日 (日 ) 19 日 ( 木 ) 
依 開 催 場所 JAXAi 
【 ト ー ク ショ ー】 
念 開 催 日 時 8 月 15 日 (日 ) 
佑 開 催 場 所 丸の内 オア ゾ 1 階 「 ひ 〇 〇 (お お ) 広 場 ] 


「JAXA i 

キッ ズ デ ー 2010」 

JAXA 職 員 に よる 楽し い ト ー ク セッ ショ ン 、 バ ラ エ テ 
ィ に 富ん だ 実験 ・ 工 作 教室 な ど 、 盛 り だ くさ ん の 内 容 
で お 送り し ます 。 

人 開催 期間 8 月 17 日 ( 火 )~19 日 ( 木 ) 

信 開 催 場所 丸の内 オア ゾ 1 階 [O 〇 (お お ) 広 場 ] 


背景 の 地図 は 「 だ いち 」 の 観測 画像 な ど を 加工 し た も の 


CZ 錠 


JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
メー ル サ ー ビ ス http://Www.jaxa.jp/pr/mail/ 


人 へ 差 み 、 寅 を 導く 〒100-8260 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北 ロ ビル ディ ング SG3 階 


宇宙 航空 研究 開発 機構 
TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 


Japan Aerospace Exploration Agency 


